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幼児期における自閉症児への心理的援助
─身体を介した関わりの検討─
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大妻女子大学家政学部児童学科
A Clinical Support for Autistic Infant
─ Through the Mutual Engagement using the Body between the Child and Assistant Person─
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Key Words :  幼児期における心理的援助（clinical support at the time before entering school），
身体を介した関わり（mutual engagement using body），自閉症（autism），母子関係
（relationship between mother and child）
要旨
　筆者は、日ごろの臨床相談活動より、就学前にお
いては子どもだけでなく、セラピーやカウンセリン
グを通した保護者への支援が重要であると感じてい
る。本報告では、知的障害を伴う自閉症幼児 1名を
対象に動作法を適用し、自閉症幼児とセラピストと
の身体的な相互交渉を通したコミュニケーションの
変容過程の特徴を明らかにした。さらに日常生活場
面における母親や家族との関係のあり方にどのよう
な変容がみられるか、幼児期における変容の特徴を
検討することを目的とした。対象児は来談当初、3
歳 11ヶ月で、1年半の間に 41回セラピーを行い、
その間に発達検査を実施した。母親からの日常生活
における変化や発達検査結果を分析した結果、日常
生活において行動に変化が見られ、身近な人との関
係の変化が顕著だった。それらを踏まえて、幼児期
における人との関係の変容、自閉症児の日常生活に
おけるコミュニケーションと身体の関係、さらに自
閉症幼児への心理的援助について考察を行った。
I　問題と目的
　心理的援助は医療的診断にもとづくアプローチと
異なり、援助の対象となる人のニーズに基づいてな
される。心理的援助について村瀬（2004）は、クラ
イエント-セラピスト関係の中で生じること、ある
いはその関係の質の変容について、「そうだ」とす
ぐわかったつもりにならないで、その表現（クライ
エントから発せられるもの）の背景にある暮らしぶ
りを想像してみることも大切であるとする。また例
えば、障害の問題部分に焦点をあてて、それを解決
しようと正面から迫るばかりでなく、生活の仕方を
工夫し、障害がもたらす生きにくさを和らげること
によって、よりよい適応が得られる契機になる場合
もあることを指摘する。
　田嶌（2003）は、子どもの心理的援助には、心理
的援助の対象を個人の内面だけに限定せず、社会や
環境との関係も含む幅広いものとして捉えることが
重要であり、このような視点にたてば、心理アセス
メントは単に「発達の遅れ」や「病理」をえぐり出
すだけのものであってはならないという。そして、
「今より元気をなくさないこと」が心理的援助の目
標として、心理、発達アセスメントにおける社会的
文化的視点の重要性を指摘する。
　下山（2001）は客観的に測定された特定の能力の
変化といった意味合いで「発達」を用いる発達心理
学と、独自の人格理論とそれに基づく発達論を展開
してきた臨床心理学の接点を見いだすために、「発
達」を人生の物語として位置づけることを考えた。
後者の発達とは、「個々人で異なる過程ではあるが、
人と人とが互いに関わりあい、助け合う関係性を土
壌として、それぞれの発達の物語が紡がれていくと
いう社会関係的な発達観」を強調したものである。
発達の遅れや偏りが推測される子どもの場合、子ど
も自身がニーズを表明することは難しく、特に就学
前である幼児期においては、身近にいる養育者が子
どもの様子をどのように感じて、理解するかによっ
て援助を必要とするかどうかも含めて、表明される
内容は大きく変わってくることが考えられる。そこ
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でここでは、臨床心理学的視点から、最も身近にい
る養育者の思いや語られる姿に基づいて援助を検討
する。養育者の思いや語られる姿は、必ずしも客観
的なアセスメントと一致するとは限らないが、何か
しらニーズが表明されたということは、これまでの
子どもと養育者との関係に若干、行き詰り感や不安
が生じていると推測される。したがって、そのよう
な状況に援助者が一定期間、関わることによって、
以前の家族の関係性が変わり、家族の生活のしやす
さが少しでも改善されるだろうことを前提にして自
閉症児に対する心理的援助に考えてみたい。
　Hobson（1993）は、自閉症児に共通するのは、
彼らが対人関係を、人と人との相互的なものとして
経験できず、他者と心が通い合っているという感覚
や他者に情緒的に関わっているという感覚が、きわ
めて乏しいという。そしてそれは目線が合わない、
他者に注意を向けられず気持ちを向けられない、情
動や動作を他者と相互に合わせたやりとりが不十分
である、といった形で現れてくるという。乳児期か
ら幼児期においては、特に養育者との相互交流が深
まりにくくなるので、養育者が、子どもとのやりと
りに不安を感じるのは想像に難くなく、直接的、あ
るいは間接的なアプローチが必要になってくるだろ
う。ここでは、一つのアプローチとして動作法を用
いて、直接的に子どもに対して身体を介したやりと
りを通して関わり、間接的に養育者の子どもの変化
に関する気づきを促すこととする。
　森﨑（2004）は、動作法を通した自閉症児への関
わりにおける臨床的なねらいにおいて最も重要なこ
とは、援助者との身体的な相互交渉を通して、子ど
もが自分との関係の中で、他者の存在を実感する力
（対人認知）を育むことであるとし、動作法におけ
る身体的相互交渉には「触れること」「動かすこと」
「見つめること」「注意を共有すること」「摸倣する
こと」という発達的に重要な要因が備わっているこ
とを指摘する。大野（1984）は、動作法による自閉
症児の行動の改善経過から、身体に対する注意の仕
方が獲得されると、注意の対象が外に対して積極的
にコントロール可能になり、人との関係が改善され
てくるといった順序性があることを指摘した。本報
告では、知的障害を伴う自閉症児 1名に対して動作
法を適用する。そして適用場面における子どもと援
助者との関係だけでなく、日常生活場面における母
親、家族との関係のあり方にどのような変容がみら
れるか、幼児期における変容の特徴を検討すること
を目的とする。そして日常生活におけるコミュニ
ケーションと身体の関係の分析から、幼児期におけ
る自閉症児に対する心理的援助について考察を加え
る。
II　方法
1.　対象児と成育歴
　対象児は初回面接時、3歳 11か月（以下、月齢
は 3 : 11のように略す）の男児 A君である。母親
は、A君のこれまでの成長について次のようなこと
を話した。小さい頃からあまり寝ず、授乳するとき
は身体を反らせてどんどん上に動いてしまって飲ま
せにくかった。その後、散歩の途中でフェンスが目
に入ったら、何度も同じところを行ったり来たり 1
時間近く続けたこともあった。また、しだいに車を
連ねたり、その中を覗き込んだり、横になって側面
からミニカーを動かして見るというようなこだわり
が目立ってきた。
2.　主訴と来談に至る経緯、および家族の状況
　母親は相談事項として、「自閉性のための言語の
遅れ、および社会性の遅れ、それらに対する対応に
ついて」と所定用紙に記述した。A君は 3歳になっ
てもことばが出ないため、県立小児医療センターを
受診したところ、言語発達に遅れが認められ、発達
年齢は 1歳半くらいと診断された。その後、母子通
園施設で自閉性が強いと言われ、週 2回通うように
なった。当初、適応が難しいと母親には感じられた
が、数か月たつと、しだいに笑顔が見られるように
なった。
　母親は A君の様子を見て、育児の仕方がよくな
かったのかと思ったこともあったが、意図的に呼び
かけを多くし、接する機会を多くすると、A君から
の反応が返ってきたため、「とてもかわいい」と感
じるようになってきた。ただし、まもなく幼稚園に
通い始めるが悩むこともあり、何かしら見通しを
もってできることをしたいと思って筆者の所属する
相談機関に電話で問い合わせた。そこで、相談を受
けるにあたり、料金がかかること、来談が基本であ
ることを確認した。来談後、まもなく幼稚園には体
験入園のような形で、母親同伴で通い始めた。入園
当初、A君は集団に入ることが難しくすぐ帰りた
がったが、少しずついる時間を長くした。家族は、
母親と祖父母と対象児の 4人、母親が医療従事者と
して午後から夜にかけて勤務しているため、幼稚園
から昼に戻った後は祖父母と過ごしていた。
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3.　援助方針とその期間
　初回面接時の対象児の様子から、筆者には視線の
合いにくさが感じられた。また、絵本を片づけるよ
うに促して A君のもつ絵本に触れたときに全身を
緊張させて絵本をつかんだにもかかわらず、母親が
「帰ろう」とひと声をかけると、ぱっと絵本を手放
して退室しようとする様子などから、身体を介した
人とのやりとり（相互行為）にぎこちなさが感じら
れたので、動作法を提案し、それらの改善をねらい
とした。3 : 11から 1年半、適用したところ、こだ
わりが減少し、家族とのコミュニケーション、幼稚
園への適応に改善がみられたので、経過観察とし
た。その後、小学校特殊学級（現、特別支援学級）
に在籍したが、「とても話したそうにしているが、
ことばが出ない。動作法をしてみてほしい。」と依
頼があり、8歳から 10歳まで適用した。今回分析
するのは、就学前の 1年半の間である。適用はほぼ
週 1回、1時間程度（保護者との面談を含めて）、
41回行った。また、幼稚園で気になったことや戸
惑いを感じたことに関しては、その都度、対応して
母親の不安の軽減を図ることとした。
4.　分析の対象となる資料と分析方法
　動作法適用後、人との関係に改善が見られたとさ
れる多くの報告はすでにあるが、日常生活における
人との関係の変容のプロセスにどのような特徴がみ
られるか、換言すれば母親がどのような変化に気づ
いたか、日常生活場面を家と幼稚園、それ以外の場
所と分けて分析することとした。合わせて動作法適
用場面における援助者（筆者、以下、thと略す）
や母親、祖父とのやりとりについても整理し、比較
検討することとした。
　（1）　日常生活場面
　ここでは、母親から報告された日常生活での様
子、母親が感じた A君の変化を、できるだけ細か
いエピソードに区切り、それらを家庭、幼稚園、そ
れ以外の場所に分類して、特徴を整理した。先にも
触れたように、幼稚園には母親がいつも同伴してい
たので、そこでの様子は母親が捉えたものである。
整理した結果、204のエピソードが抽出された、そ
れらを森﨑（2002）が挙げた身体的相互交渉の発達
的要因を参考に 5つのパターンに分類することを試
みた（Table 1参照）。家族を始めとした周囲の人と
のコミュニケーションについて、身体がどのように
介在するか（自発的に触れる、触れないで指さしや
発声、摸倣する、他者からの働きかけに応じるな
ど）、身体がコミュニケーションに使われていない
場合は、そのようなパターンを設定し（身体操作の
み・おもちゃなどの対象操作）、評定者 2名（1名
は筆者、もう一人は、子どもの相談歴 10年の経験
者）が独立に評定を行った（評定されたエピソード
の例を Table 2に示す）。一致率は 93.6%となった。
不一致の場合は協議によって分類を決定した。どの
ようにコミュニケーションが変容したか、その変化
がわかりやすいように、1回目（以下、S1のよう
に略す）から S3までを Baselineとし、その後を半
年ごとに区切り、各時期の特徴を整理した。I期は
S4～S18、II 期 は S19～S32、III 期 は S33～S41 と
なった。
　（2）　動作法適用場面
　動作法適用場面における thや家族との関係の変
容を捉えるために、動作課題遂行中、および前後の
やりとりの記録を分析の対象とした。動作課題遂行
中のやりとりについては、動作課題の遂行（緊張の
弛緩や入力）との関連がわかりやすいように援助場
面全体の記録の中から切り取った。そして、日常生
活場面同様、I期から III期に分けて比較検討を行っ
た。用いた動作課題は、ゆっくり誘導に合わせて腕
をあげる「腕上げ」、足裏をしっかり床につけて全
身を支える「立位」、側臥位で腰の位置を固定して
ゆっくり上方の肩から躯幹をひねっていく「躯幹の
ひねり」の 3つである。
　（3）　発達検査
　乳幼児精神発達質問紙を用いて母親に記入を依頼
した。動作法適用当初の I期と、半年後の II期（幼
稚園入園時）、1年後の III期に 3回実施した。今回、
詳細な分析は行わないが、小学校入学後、適用を再
開した後、3年時、4年時、5年時にも実施したの
で、それらの結果と比較し、幼児期における変容の
Table 1　日常生活における変容の分類
パターン 分類内容
パターン A 身体部位の操作、身体感覚、身辺自立、パニックの治まり方に関すること
パターン B 意思や感情の表出を身体を通して行うこと（相手に直接、触れる）
パターン C 意思や感情の表出を身体を通さないで行うこと（指さしや発声）
パターン D
「（誰かが）～すると、～する」という感
じでやりとりが何らかの形で行われるこ
と
パターン E 遊び方や物の操作の仕方に関すること
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特徴を抽出した。
III　結果
1.　母親が捉えた日常生活場面における変容
　thとの身体を介したやりとりを始めた当初
（Baseline）、母親から話されていた内容は、主にパ
ターン Aが多く、身体緊張の出現や感覚過敏、こ
だわりに関するものや身体接触をしないかかわりが
続いた。このころ、指さしは出ていたが、読んでほ
しい絵本のページを母親が読むまで指し続けてお
り、パターン Cでも経験や情報を共有するという
Table 2　評定されたエピソードの例
パターン 時期 具体例
A Base テレビのチャンネルにこだわり、変えると奇声をあげたりする
Base パズルが壊れるとパニックになるが、元に戻るとすぐ治まる
Base みんなでお遊戯をするとき、逃げ出してしまう
I パズルで母が手を出してもパニックにならず、やり直そうとする
I お風呂で、湯船に手をつけられるようになる、歯ぎしりをしなくなる
I 登園しても走り回らずに、周囲を見る
II コンビニで走り回らず、レジの前で待っていられる
II デパートの地下に行くことを嫌がらなくなる
III 決まった道を通らないと気が済まなかったのが、変更しても平気になる
III 園庭で座っておしりが汚れても平気になる
B Base テレビが終わると、母の手を取ってバイバイすることにこだわる
I 思うようにさせてくれないと、母を叩いたり引っかいたりする
I 園長先生の手を取って、友だちのままごと遊びに入る
I 母に怒られると、母の指をつかんでにらんだりする
II 友だちの肩を触って顔を覗いたり、発声したりする
II 要求があると家族の手を引いて、「アー」と発声する
III 幼稚園で母が手伝うとすると、「ンー」と言いながら手を払いのけ、自分でやろうとする
C Base うまくできないことがあると、指さしして直してほしいと訴える
Base 絵本を指さして、母に読ませようとし、読むまで指さす
I パズルができると、家族を呼んで手を叩いて見せ、拍手を求める
I 母が舌を出して見せると、真似する
I 砂遊びをして、隣の子が作っているのをまねる
II 走るのを注意された友だちを見て立ち止まる
II ジャングルジムに上る時、足元を良く見て、不安になると助けを求める
III 幼稚園でワイワイしているところに自分から入ることがある
D Base 好きなことをしているときは、呼びかけても反応しない
I 「どうしたの？」と友だちに聞かれて、ごちょごちょ何か言おうとする
I 「持ってきて」などの指示が通り、家族の注意を引こうとする
II 「ズボンがずれているよ」と声をかけると直そうとする
II 叩かれると叩き返したり、相手を見て逃げたりする
III 友だちに「大丈夫だよ、それいけ」と言われて、滑り台をすべる
III 歯医者で自分から口を開けられ、うがいができる
E Base 砂や粘土遊びをしようとしない、すぐ手を洗いに行こうとする
I これまで触れたことのなかったハモニカに興味を示し、吹いてみる
II パズルではなく、ままごとのようなことをする
II 牛乳パックを新幹線に見立ててクレヨンで色をつける
III 幼稚園でやったことを帰宅後、シルバニアファミリーでまねしてやる
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よりもこだわりのようなものであった（Fig. 1）。I
期と比較すると、I期では摸倣や発声、指さして母
親も見るというパターン Cが多くなった（Fig. 2）。
II期になると、それまで多かったパターン Aが減
り、パターン Dが多くなった。具体的には、幼稚
園での友だちとのやりとりが増え、友だちから言わ
れたことに対して泣いたり手を振ったりなど応じる
ことが増えた。家でも指示されたことに答えたり、
確認されたことに頷いて反応することが多くなった
（Fig. 3）。III期になると、さらにパターン Cと Dが
増え、パターン Aが減少した（Fig. 4）。パターン E
についてみると II期には、おもちゃをいじる時間
が長くなるなど、集中に変化がみられたが、III期
になると、幼稚園でやったことを帰宅後、やってみ
たりままごと遊びのようなことやったりするなど、
量的な変化は大きくないが、見立て遊びをするなど
対象の操作についても質的な変化が見られた
（Fig. 4）。以上のように、各時期のパターンの割合
を比較してみると（Table 3）、I期では、パターン A
が最も多く、パターンによる報告数を比較すると、
A : C : B, D＝3 : 2 : 1 になるが、II 期になると、
A : C : D=1 : 1 : 1になり、III期では、パターン A
よりも、パターン Cとパターン Dが多くなった。
パターン Aの変容についてみると、パニックが起
きてもすぐ治まる、嫌いな番組をみてもパニックに
ならなくなる（I期）、コンビニで走り回らなくな
る、デパートの地下に行くのを嫌がらなくなる（II
期）、園庭でお尻が汚れても平気になる、大人の歩
調に合わせられる（III期）などである。
　母親から報告された内容を、家、幼稚園、それ以
外の場面に区切って時期に分けて整理してみたとこ
ろ（Tbale 4）、I期では家でみられた変化の報告が、
幼稚園やそれ以外と比較してもっとも多いが、II期
になると、家と幼稚園の割合が同じになり、幼稚園
Fig. 4　III（S33-S41）のエピソード数の割合Fig. 2　I（S4-S18）のエピソード数の割合
Fig. 1　Baseline（S1-S3）のエピソード数の割合
Fig. 3　II（S19-S32）のエピソード数の割合
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での変化が多くなったことがわかる。さらに III期
になると、家、幼稚園、それ以外の割合がほぼ同様
になり、人とのコミュニケーションが変化する場面
に広がりが見られた。具体的には、I期では特定の
場所に対するこだわりが軽減するなどの報告が多
かったが、III期になると、歯科や床屋に行ったと
きの態度の変化などが報告され、家族や幼稚園の友
だち以外の人とのコミュニケーションにも変化がみ
られた。
　このように、母親からは「無駄な動きが減ったよ
うに感じる」（II期）、「興味を示さなかったことを
やってみようとすることが多くなったと思う」（III
期）という報告が得られたが、一方で、幼稚園での
トラブルについて相談されたことがあった（III期）。
友だちに興味を持つようになって関わろうとする
と、ぐいっと友だちの肩や腕を掴んでしまい、母親
としては「A君がせっかく遊びたいと思うように
なっても、うまく関われないので嫌われてしまうの
ではないか」と心配であるという内容であった。そ
こで、友だちに興味をもち、関わってみたいと思う
ようになったが、どう関わってよいかわからず、誤
解されるようなやり方になってしまったのだろうと
A君の気持ちの推測と状況の確認をまず行った。そ
して、そばにいて掴みそうなときがわかれば、そこ
で軽く A君の肩に触れて「遊びたいの ?」「入れてっ
て言おうか ?」と聞いて、A君の勢いが弱まるのを
待つことを提案した。もしつかんでしまったら、そ
の直後に「どうしたかったの ?　遊びたかった ?」
と言いながら、急に引っ張ったり怒ったりせずに、
友だちには「遊びたかったみたいなの、ごめんね」
と A君の気持ちを代弁しながら強くつかんでいる
手を持って「そっとね」とその力を和らげてほしい
と伝えた。母親の不安に対しては以上のような対応
を行ったが、就学が近くなると、それまでとは異な
るとまどい、就学猶予や在籍する学級について打ち
明けられた。thは情報提供を行いながら、別の相
談スタッフ（教育相談関係の専門）に紹介する形
で、母親の不安の軽減を図った。
2.　動作法適用場面における変容
　動作法適用場面における変化を 3つの場面に分け
て整理した（Table 5）。一つは、動作課題に入る前
に、導入としてゆっくり仰向けに横になる「ねか
せ」、二つ目は方法で挙げた「動作課題」、三つ目は
動作法適用前後のプレイルームでの様子である。ま
ず「ねかせ」では、thが A君の両肩を補助して呼
吸を整えることを促し、横になったままでいること
を誘導した。最初のころ（Baseline）は、全身が硬
直し、軽くそれを止められただけで緊張を強めて泣
きだした。しかし終了後起こすと、thに寄りかか
り、thの手をとってティッシュを取らせてじっと
しているという様子が見られた。それは動作課題を
行ったときも同じで、それ以外では遊びの中で、名
前を呼んでも視線が合わず、「バイバイ」と声をか
けても返事がなかった。
　I期では「ねかせ」の後に、付き添ってきた祖父
のところに行ったり、thを注視し、thが舌を出し
て見せると、舌を動かすという様子が見られた。ま
た、肩の上下を軽く止められると母親を見るという
ことも出てきた。動作課題では、出現した緊張の弛
緩ができ、thの誘導に合わせたり、試すような動
きをして thを見るようになった。名前を呼ぶと th
の前に来て、thが拍手をするとまねをすることも
Table 3　パターン（エピソード数）の比較
時期 パターン A パターン B パターン C パターン D パターン E 計
Baseline  9  3  4  3  2  21
I 32 13 21 11  2  79
II 17  7 13 15  6  58
III　 10  4 13 13  6  46
計 68 27 51 42 16 204
Table 4　場面ごとのエピソードの数比較
時期 家 幼稚園 外 計
Baseline  18  2  1  21
I  47 24  8  79
II  25 26  7  58
III  17 16 13  46
計 107 68 29 204
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あった。この時期、初めて課題が終わった後、祖父
と母親の間に座るという様子が見られた。II期にな
ると、thを見ながらゆっくり呼吸できるようにな
り、腕を上げるときも、thの誘導に合わせるだけ
でなく、自分で動かし始めるようになった。thが
「もう一度」と言うとちらちら thを見ながらやった
り、「痛かった ?」と聞くと、胸を叩いて発声した
りするなど変化が見られた。この時期、動作課題が
終わると thの前ではなく、家族のところに行くよ
うになり、母親の隣に座り、thを指さして母親を
見るという様子も初めて見られた。III期では、当
初、くにゃくにゃで保てなかった立位が崩れなくな
り、膝をやや緩くして保ったり、thの手を取って
押さえて膝に当て「押さえて」とでもいうような動
作が見られた。また、母親と thが話しているとき
に、遮るように母親の膝の上に座ることも出てき
た。
3.　就学前後の発達検査結果の比較
　各時期の発達検査の結果を Fig. 5に示す。もとも
と排泄や生活習慣の領域は他の領域に比べると、月
齢が高くなっていることがわかる。I期から II期に
かけて、最も変化が大きく現れた領域は、「運動」
で「探索・操作」が続いた。他には、「子どもとの
相互交渉」、「理解」、「大人との相互交渉」が変化し
たことがわかる。理解はできても発声が難しいとい
う状況は、検査結果にも現れている。II期から III
期にかけての変化をみると、「大人との相互交渉」
が最も大きく、「理解」、「子どもとの相互交渉」、
「運動」が続いた。
　この幼児期における変化を、学齢期（Fig. 6）を
比較してみる。学齢期でも変化は見られたが、「生
活習慣」の領域が高く、「運動」や「探索」、「言語」
が続くという、全体の特徴に大きな変化はなく、年
齢が上がるとそのまま各領域の発達年齢が高くなっ
Table 5　動作法適用時の様子
時期 ねかせ 動作課題 プレイルーム
Base
・全身硬直後、補助の間を
すり抜け、止められて泣
きだす。
・立位姿勢を補助すると、ふにゃふ
にゃして立てない。
・補助して立たせると、全身反る。
・呼んでも視線が合わない、反応がな
い。
・ミニカーを渡すと、ミニカーだけ見
る。
・終了後、thにもたれかかって thの
手を取って涙を拭く。
I
・thを良く見る。じっと th
を見て、息を吐いたり、
肩や腰を交互に動かした
りする。
・誘うと、初めて嫌そうな
表情をする。
・にこにこ thを見ていると
きがある。
・誘導に合わせて腕を上げるが、途中
で別の動きをして、thを見てやめ
る。
・立っていて不安定になると、thの
手をつかむ。
・腕上げの途中で thを見て、thの鼻
と口を触り、その後自分の鼻を触
る。「ハナ」と言うと口を少し動か
す。
・背中の緊張にあたったとき、th「イ
テテテ？」というと、「イテテテ」
とまねる。
・立つときは、身体を傾けてミラーを
見る。
・始めて母親の手を取って、トラック
を動かす。
・thがおもちゃを動かすとじっと見
て、何かしてほしいとき、thを見
て「ウー」と発声。
・手を振りながら「バイバイ」と th
が言うと、胸まで手を上げて手首を
動かす。
・「おいで」というと thの前に来る。
・終了後、母のそばに座る。
・「ごくろうさま」と thが声をかける
と、少しだけ顔を前に傾ける。
・拍手をするとまねる。
II
・呼吸に合わせてゆっくり
肩が上下する。
・深呼吸するとき、thを見
ながらやる。
・立った時に、膝を緩くして保ち、腰
が安定する。
・腕の上げ下ろしでゆっくり自分で動
かしながら、thや腕を見る。
・腕を上げているとき、「もう一度」
と強すぎる動きを止めると、thを
ちらちら見ながら動かす。
・躯幹をひねったとき、「痛かった？」
と聞くと、胸を叩いて「ウー」と発
声する。
・thが手を振りながら「バイバイ」
というと、thを見て頭を下げる。
・「これでおしまいね」と予告して課
題に誘うと、おもちゃを片付けて
thの前にくる。
・課題の合間、母親にもたれかかる。
・課題終了後、母の隣で thを指さし
て、母を見る。
III
・立位姿勢が崩れない。
・立っている途中、thの手をとって
膝に当てて、「押さえてて」と言う
ようなしぐさをする。
・母と thが話しているとき、母の膝
の上に座る。
・自分から thの前に来て、口を動か
して主張するような感じ。
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た。その結果と幼児期（Fig. 5）を比べると、幼児
期における変化が大きいことがわかった。
Ⅳ　考察
1.　幼児期における自閉症児の人との関係の変容
　乳児期から幼児期にかけての身近な養育者、特に
母親との関係の重要性については、多くの指摘があ
る（Tomasello, 1999 ; Fogel, 2008 ; Reed, 1995 ; Stern, 
1995 ; Gustein, 2009 ; 大藪、2004）。母子間におけ
る信頼関係の形成が基本となって、しだいに子ども
は人との関係を広げていくことになるが、日常生活
における変容経過から本事例においても、同様のプ
ロセスが認められたといえる。A君にはこだわりや
常同行動があり、それらが消失したわけではない
が、軽減、もしくは減少した時期、家族との相互行
為のあり方が多様になったことから、両者は互いに
影響し合っているのではないかと思われた。さらに
A君の場合、結果の日常生活における変容からもわ
かるように、相互行為の変容は、身近な家族との間
から始まり、しだいに幼稚園での友だちや先生、そ
してそれ以外の場面へと範囲が広くなったことがわ
かる。この変容のプロセス、つまり社会性の発達
は、時間がかかり時期は遅れるが、健常とされる多
くの子どもたちと同様であり、Vygotsky（2005）が
「回り道をする」という、知的障害のある子どもた
ちの発達のプロセスに相当するように思われる。木
下（2009）や川間（2008）は発達を領域ごとに捉
えるのではなく、領域間の関係、連関を強調する
が、本事例においても、「大人や子どもとの相互交
渉」と、「運動」や「探索・操作」に現れる身体へ
の気づきの変化や身体の操作には関連性が推測され
た。したがって、こだわりや常同行動を子ども個人
の問題行動として取り上げ、それをターゲットとし
てその軽減をねらう場合もあるが、発達の各領域と
の関連で、人との相互交渉も含めた子どもを取り巻
く状況を踏まえながら、それらの変化を捉えること
が重要であることが示唆された。
　さらに、発達検査結果からもわかるように、学童
期に比べて幼児期の変容が大きいことから、幼児期
において必要となる援助を、子どもや家族のニーズ
に合わせて検討することは非常に重要であり、その
後の子どもの発達にも大きく影響するのではないだ
ろうか。
Fig. 5　乳幼児精神発達質問紙の結果（幼児期）
Fig. 6　乳幼児精神発達質問紙の結果（学齢期）
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2.　自閉症児の日常生活におけるコミュニケーショ
ンと身体の関係
　Hobson（1993）は、“人”は “物”と違って、相互
主体的な接触をアフォードする存在であるというこ
とに、気づかなければならないとする。社会的文脈
の中で他者への気づき、自己感の発達、適切な行動
が取れる能力が同時に進んでおり、それぞれが密接
な相互関係になることを指摘した。緒方（2002）
は、知的障害児への学校の日常指導場面での身体に
触れた働きかけを、具体的な状況を用いて検討し
た。そして、ことばによるコミュニケーションが困
難でも、手を子どもの身体に触れていると、その子
どもの「今、ここの」姿が感じられ、こちらの働き
かけに対する子どもの手応えから、子どもの姿を推
測し、引き続き子どもへの働きかけを工夫すること
ができるとした。動作法の場合、他者が自身の身体
を駆使して子どもの身体に働きかけをすることにな
るので、子どもにとっては外界である環境の性格が
変わることとなり、子どもはその環境に直接対応し
ていかなければならない（成瀬、1985）。
　本事例では、thが自身の身体を通して関わり、A
君は thと身体のやりとりを通して、他者としての
thに気づき、相互行為が変化したことが考えられ
た。具体的には視線が合い、摸倣が出現し、動きを
合わせるなどが可能になった。これらの変容は、th
との間だけに限らず、そばにいた身近な養育者との
関係においても見られるようになり、日常場面にお
いてもコミュニケーションに変化がみられるように
なった。A君の場合、言葉はコミュニケーションの
主なツールとはならなかったが、人への接近や接触
の仕方や、身体を使った注意の引き方に関して変化
がみられ、本多（2005）が指摘するようなコミュニ
ケーションと身体の動きの密接な関連が本事例にお
いても推測された。さらに、子どもの気持ちを推測
することがコミュニケーションにとっては重要とな
るが、関わる大人が、言葉だけでなく、先のような
子どものしぐさやちょっとした動きの変化に気づく
こと、または以前との違いに気づけるようになるこ
とは、その後の相互行為にも影響を及ぼすことが推
測された。
3.　幼児期における自閉症児に対する心理的援助
　田嶌（2001）は、心理臨床の対象は、「個人と環
境の関係」で、そこには個人だけでなく、社会シス
テムの変化も含まれ、「生活支援のための心理臨床」
という領域になるとする。このことは、発達に遅れ
や偏りのある子どもたちへの心理的援助について
も、同じことがいえるだろう。子どもの変容を、そ
の障害の特徴や指導方法の要因に限定せずに広く、
それらも含んだ環境との相互作用として捉えること
は、子どもとその家族が生活する視点を重視する、
言いかえれば子ども自身の変化とその周囲の変化の
両方を包含することになる。これまでは、子どもの
発達の遅れや、子どもの障害に起因する問題等の有
無が援助の前提となることが多かったように思われ
る。しかし、就学前の幼児期は、支援の検討やその
開始、継続が保護者の判断に委ねられることが多
く、それによって機能する援助システムが異なって
くるので、保護者の状況や意向を踏まえた援助が不
可欠になってくる。家族の生活のしやすさを長期的
に検討しようとするならば、鯨岡（2001）が指摘す
るように、能力上の問題の改善というよりは生きに
くさに焦点を当てた援助が重要であり、支援は、一
次的な障害を抱えた子どもの周辺で暮らす人たちに
も向けられるべきである。つまり、援助の対象は、
子どもと母親のいずれかではなく、親子の相互行為
やその関係性となる。Stern（1995）は、治療者が
相互作用を変えるためには、強化という観点から見
るのではなく、枠づけや文脈を変えることで新しい
相互作用のパターンを現れやすくし、促すという観
点から見る方がよいと指摘する。
　本研究においても、変わるのは人ではなく、関係
のあり方、相互作用のパターンであるという視点
（鯨岡、2001 ; Stern，1995）にたち、自閉症幼児へ
の援助のあり方について検討を行った。thは、一
時的に家族システムに介入をすることになるので、
家族が、thと A君との相互行為を見ながら、それ
に難しさをもつ彼の変化に気づき、その変化が家族
との相互行為や、日常生活における人とのコミュニ
ケーションにも影響することを期待した。保護者は
thと同じことをするのではなく、生活の状況に即
して、家族システムにとって適切な援助を検討でき
る存在になることが大切である。A君の家族の場合
も一度、経過観察となった後、再び来談したが、そ
の際の相談内容は言語発達に関するもので、初めて
来たときに比べ、より具体的に、子どもの気持ちを
推測したものになったといえる。Stern（1995）は、
臨床的に重要な出来事や重要な瞬間とは、ごくささ
やかな、普通の、繰り返される、非言語的な出来事
であり、心理的援助はそこから出発してよいだろう
とする。その中で活動のパターンや質が変化するこ
とを通じて気づかされることが少なくないので、th
が一定期間、家族システムに関与することは、わず
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かな変化に対する気づきを促すことになり、それが
きっかけとなり、新たな相互交流が生まれる可能性
が出てくる。
　平木（1996）や平木・野末（2000）、下山（2000）
は、個人に対するカウンセリングと家族に対するカ
ウンセリングを別のものとするのではなく、統合的
に捉えようとする視点を提案し、Stern（1995）は、
乳幼児と母親に対して家族療法とシステム論のアプ
ローチの重要性を指摘するが、いずれも、乳幼児期
における発達に遅れや偏りのある子どもとその家族
については、分析や検討が十分になされているとは
思われない。今後、さらに検討を進めていきたい。
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Summary
　The author has really felt the significance of support not only with a child with a handicap but also with his/her mother or 
parents through giving therapy or counseling at the time of before entering school.　One of the purposes in this paper was to 
clear the characteristics of improving the process communication of an autistic infant through mutual engagement using the 
body between the child and the therapist.　Another purpose was to consider the modification process of the relationship 
between the child and mother or people who are close to him.　The participants in this report were an autistic boy （3 years 
old） and his mother. He had persistent and impulsive behaviors.　It was difficult for him to take part in small group activities.　
His mother also felt difficulty to have a reciprocal relationship and wished to have positive outlook about his growth as an adult.　
So the author proposed that she focus on the mutual engagement with body through therapy （Dousa-hou）, and to observe 
reciprocal relationship between him and the therapist （author）.　For one year and a half, the therapy was applied （41times） 
and three developmental tests were given to catch his change in daily life.　The mother’s reports about at home, kindergarten, 
and else, the change of his behavior in therapy and results of tests were analyzed.　The results are follows ; first, his way to 
communicate with surrounding people changed quantitatively and qualitatively in his daily life.　Second, the relationship 
between him and the therapist improved through mutual engagement using the body.　And third, the change of his develop-
ment before entering school was bigger than being at school, and his mother’s viewpoint about assistance became concrete.　
According to the results, the author considered the relevance between developmental linkage and integrative viewpoint in 
child development with a handicapped （individual） and the family relationship.
